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１．概要 

100 年後の世界の平均気温の上昇を 2℃未満に抑

えることを目標とする「パリ協定」を受けて，気候変

動抑制政策の実施を検討しなければならなくなった．

しかし，気候変動を緩和する政策を行うにあたって，

政策決定者は，一般人が気候変動リスクに関してど

のように考えるのか，また，温暖化ガスの削減を目指

す政策についてどのように評価するかを知る必要が

ある．しかし，気候変動抑制政策の検討には政策の内

容だけではなく，一般人のパーソナリティ特性，およ

び価値観により大きく差異が生まれる可能性がある．

本研究では人々のパーソナリティ特性が政策評価に

どのような影響をもたらしているかを検討する． 

 

２．パーソナリティ特性とは 

 パーソナリティ特性とは，一般に広く知られてい

る“性格”のことである．かつてパーソナリティ特性

に関する研究は概念の不一致や測定の困難性などに

より厳密な科学的手法を用いることができなかった．

しかし近年，神経科学の発達，後述する五大因子によ

る概念の固定，研究の深化などにより，研究分野とし

ての地位が確立された． 

パーソナリティ特性は『外向性』，『神経質傾向』，

『誠実性』，『調和性』，『開放性』の 5 つの因子に分

類することが一般的になってきた．この五つの因子

のことをビッグファイブともいう．人間の性格はビ

ッグファイブの各要素の大小によって決定されるも

のであり，個人個人によってその大小は異なるとさ

れる．  

 

図-1パーソナリティ特性の五大因子 

 

外向性：ポジティブな出来事に対する反応の大きさ 

神経質傾向：ネガティブな出来事に対する反応の大きさ 

誠実性：自己管理能力の高さ 

調和性：他者の気持ちに共感できる能力 

開放性：連想の広がりの大きさを表す指標  

 

３．アンケート調査 

 本研究では，日本全国を対象として 2016.年の 3月

にインターネットを利用してアンケート調査を実施

した．調査対象は 20~69歳の男女 500人とした．調

査では，地球温暖化に伴う環境変化の知識度・関心度

の大きさ，回答者の価値観，所得や性別などの個人属

性，パーソナリティ特性，気候変動抑制政策に対する

支払意思額について尋ねている． 

表-1 質問表 

 

 

４．支払意思額についての質問 
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 気候変動に対する支払意思額は CVM（仮想評価法）

により算出を行なった．CVMには四つ支払意思額を

尋ねる方法があるが，今回はバイアスの生じにくい

シングルバウンドの『二肢選択方式』を採用した．  

 

図-2 シングルバウンドの CVM 

 

５．推定結果 

表-2 は受託モデルを目的変数にして，アンケート

の各質問項目を用いてプロビット分析を行った結果

である．今回受託モデルは 2 値選択モデルで表す．

今回は 2 値選択モデルの中で，正規分布の分布関数

に当てはめたプロビット・モデルを用いた．  

model 1は受託モデルを被説明変数としてその他 

 

表-2 気候変動抑制政策に関する評価モデルの結果 

 

の質問項目すべてを説明変数として回帰分析を行っ

た結果である．この結果，『負担額』，『性別』，『家計

収入』，『経済重視度』，『誠実性』，『CONCERN』の

項目に『受託モデル』との関連が見いだされた．『負

担額』については，係数にマイナスがついているので

負担額は低いほど政策に賛成しやすいこととなった．

『性別』については，係数マイナスなので男性よりも

女性が政策に家計から負担することに肯定的である

ことが分かった．『年収』については，係数がプラス

なので，年収が高い人ほど政策には賛成しやすいこ

とが分かった．これは，同じ負担額でも年収が高いほ

ど家計に対する負担は小さくなるため当然である．

『価値観』に関する質問項目は，『経済発展か環境保

全かどちらを優先すべきか』についてのみ関連性が

みられた．係数はマイナスであったので，経済発展よ

りも環境保全を優先すべきと考える人の方が政策に

賛成しやすいことが分かった．『ビッグファイブ』に

ついては，５つのうち，自己管理能力の高さと危機意

識の強さを示すパラメータである『誠実性』のみ関連

性がみられた．『CONCERN』についても，関連性が

みられた．係数がプラスなので，当然に環境変化に対

する関心度が高い人ほど，政策に賛成しやすいこと

が分かった． 

 

６．まとめ 

 パーソナリティ特性と気候変動抑制政策の評価の

関連性についてプロビット分析を行った．結果から，

ビッグファイブの内，誠実性のみが関連があるとい

う結果になった．自己管理能力が高い人は環境改善

のために自らを律することができるからだと考える．

今後の課題としては回答者に提示する負担額の幅を

広げることと，分析のパターンを増やすことが挙げ

られる． 
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